
このパンフレットに関してご意見がございましたら、
下記までお寄せ下さい。

Email：boseinaika@ncchd. go. jp
独立行政法人  国立成育医療研究センター  母性内科 

妊娠糖尿病とは、妊娠していない時の血糖は正常ですが、
妊娠をきっかけとして糖代謝異常（血糖値が高くなる）が
あらわれることをいいます。
糖代謝異常を起こしやすい遺伝的・環境的素因を持って
いる場合に、多く見受けられます。

（産後配布資料）

2014年3月一部改訂
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妊娠糖尿病といわれた方は、
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75gブドウ糖負荷試験（産後１～３ヵ月後）

糖尿病型

出産後の定期的チェックの例

通院
1～2カ月毎
糖尿病の
管理

境界型
通院

3～6カ月毎

糖負荷試験 1年毎

正常型
通院
1年毎

＊内科で定期的な検査を受けましょう！
＊健康維持目的としての食事・運動療法を続けましょう！
＊標準体重を目標に管理しましょう！
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妊娠糖尿病

妊娠中に血糖が高いことが初めてわかった方
には２つのタイプがあります。

妊娠時に診断された明らかな糖尿病

妊娠中に検査をして、血糖値が糖尿病のように高いこと
が初めてわかることもあります。特にインスリン抵抗性  
のない妊娠初期に判明した場合には、妊娠前から血糖値
が高かった可能性が高いと考えられます。
妊娠中・産後を通じて妊娠糖尿病の人より厳重な管理と
産後のチェックが必要となります。

妊娠糖尿病は、産後は、インスリン抵抗性が解除され、
糖代謝が正常化することが多いです。また、‘妊娠時に
診断された明らかな糖尿病’ であっても、産後の再診断
で正常型あるいは境界型を示すこともあります。

75gブドウ糖負荷試験

●糖尿病型

や　せ 標　準 肥　満

●境界型

●正常型

血糖値（mg/dL）

理想体重 kg ≒ 22（BMI : 標準）×身長 (m)×身長 (m)
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※

BMI

※インスリン抵抗性：インスリンの効きが悪い状態

 ： overt diabetes in pregnancy 

※判定基準は裏表紙（水色面）にあります

次回の妊娠までに糖尿病になって気づかないでいると、
先天異常をもった赤ちゃんが生まれてくる可能性が高く
なります。さらに糖尿病や肥満の状態が続けば、気づかない
うちに糖尿病による眼や腎臓の病気がでていた、ということ
もあります。気をつけないでいると、短期間でも糖尿病に
進展してしまう危険が高いので、自己管理や検査が大切です。

空腹時  ＜110
かつ 負荷後2時間  ＜140

空腹時 110～ 125
または 負荷後2時間 140～199

空腹時  ≧126
または 負荷後2時間  ≧200

<18.5 22 25≦（体格指数）出産後は、再び 75ｇブドウ糖負荷試験を行い、血糖が
正常に戻っているかどうかを確認する必要があります。
必ず、産後1～ 3ヵ月に内科を受診してください。
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